
「
私
た
ち
の
安
中
旅
行
1
良
心
碑
を
巡
る
旅
1
」

同
志
社
大
学
の
歴
史
と
文
化
財
を
巡
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ッ
ア
ー
」
は
、
今
年
4
月
1
Π

年
目
を
迎
え
た
0
 
ガ
イ
ド
を
務
め
た
学
生
た
ち
は
、
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
学
ぶ
中
で
自
ら

の
内
に
母
校
へ
の
愛
情
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
4
年
次
生
を
中
心

に
、
新
島
襄
ゆ
か
り
の
地
・
群
馬
県
安
中
市
を
訪
ね
る
卒
業
記
念
ツ
ァ
ー
を
企
画
.
実

行
し
ま
し
た
。

卒
業
尋
一
ツ
ァ
ー
の
参
加
者
は
、
角
谷
卓

哉
さ
ん
(
大
学
司
法
研
究
科
)
、
中
村
拓
真

さ
ん
天
学
理
工
学
研
究
科
)
の
大
学
院
生
、

小
野
輩
奈
子
さ
ん
、
稲
垣
宏
行
さ
ん
、
遠
藤

美
佳
さ
ん
(
'
以
上
、
大
学
文
学
部
)
、
橋

本
暁
寛
さ
ん
、
小
林
景
子
さ
ん
(
"
以
上
、

大
学
社
会
学
部
)
、
上
田
悠
未
さ
ん
、
宮
井

章
仁
さ
ん
(
'
以
上
、
大
学
経
済
学
剖
)
、

田
附
拓
也
さ
ん
(
大
学
商
学
部
)
、
今
里
舞

さ
ん
(
大
学
理
工
学
部
)
、
平
岩
佐
知
子
さ

ん
(
大
学
文
化
情
報
学
部
)
の
4
年
生
お
よ

ぴ
、
卒
業
生
の
星
翔
太
さ
ん
(
個
年
工
学
部

卒
)
、
大
学
広
報
課
ス
タ
ッ
フ
の
稲
田
由
香

京
都
で
良
心
碑
に
旅
立
ち
の
挨
拶

■
3
月
3
日
(
火
)

安
中
旅
行
に
先
立
ち
、
平
岩
さ
ん
、
田
附

さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
中
村
さ
ん
の
4
人
が
、

学
研
都
市
校
地
京
田
辺
校
地
香
里
中
学

校
・
一
局
等
学
校
、
小
学
校
今
出
川
校
地
に

あ
る
計
五
つ
の
良
心
碑
を
訪
問
し
ま
し
た

の
計
N
人
で
す
。

ツ
ァ
ー
が
企
画
さ
れ
た
の
は
咋
年
5
月
こ

ろ
0
 
ガ
イ
ド
仲
問
で
卒
業
旅
行
の
話
が
持
ち

上
が
り
、
同
志
社
の
歴
史
を
語
っ
て
き
た
者

同
士
と
し
て
三
度
は
押
さ
え
て
お
き
た
か

つ
た
」
安
中
へ
の
旅
が
決
ま
り
ま
し
た
群

馬
県
へ
行
く
の
で
あ
れ
ぱ
、
一
局
崎
市
に
あ
る

良
心
碑
も
見
て
み
た
い
、
そ
れ
な
ら
日
本
に

あ
る
す
べ
て
の
良
心
碑
を
見
て
お
こ
う
と
、

日
本
に
あ
る
七
っ
の
良
心
碑
す
べ
て
を
巡
る

サ
ブ
テ
ー
マ
も
決
定
往
路
は
J
R
の
「
青

春
怜
き
っ
ぷ
」
を
利
用
す
る
、
い
か
に
も
若

者
ら
し
い
旅
が
始
ま
り
ま
し
た

「
青
春
W
き
っ
ぷ
」
で
静
岡
へ

ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
乗
り
越
え
て

晩
晴
草
堂
に
到
着

■
3
月
4
旦
水
)

朝
か
ら
J
R
京
都
駅
に
円
人
が
集
合
し
、

9
時
別
分
発
の
快
速
米
原
行
き
に
乗
車
。
米

原
駅
、
大
垣
駅
で
乗
り
継
ぎ
、
豊
橋
駅
で
稲

垣
さ
ん
、
宮
井
さ
ん
の
2
人
が
合
流
し
て
、

B
時
加
分
浜
松
駅
に
到
着
。
駅
近
く
の
鰻

屋
で
昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
再
ぴ
」
R
を
利

用
し
て
巧
時
討
分
、
静
岡
駅
着
。
蛯
人
が
レ

ン
タ
カ
ー
2
台
に
分
乗
し
て
晩
晴
草
堂
を
め

ざ
し
ま
す
。
車
に
は
い
つ
し
か
「
快
風
丸
」

と
「
べ
ル
リ
ン
号
」
の
名
が
付
け
ら
れ
、
ベ

ル
リ
ン
号
の
卓
内
で
は
C
D
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ

ン
グ
が
エ
ン
ド
レ
ス
で
流
さ
れ
続
け
て
ぃ
ま

し
た

0
0
Φ
工
一
m
l
》
↓
0
で
一
o
m
 
9

と
こ
ろ
が
2
台
の
問
で
軽

微
な
追
突
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
い
、
後
ろ
に
い
た
快
風

丸
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

折
れ
、
ベ
ル
リ
ン
号
の
後
部

が
へ
こ
む
被
害
が
発
生
警

察
の
実
況
見
分
の
た
め
現
場

で
約
2
時
問
を
過
こ
し
た

後
追
突
し
た
快
風
丸
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
交
代
し
、
{
女
全

の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ぺ
ー

ス
で
走
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
途
中
富
士
山
を
望

む
日
婦
り
温
泉
に
立
ち
寄

り
、
カ
ー
ナ
ビ
の
不
旦
公
口
な

ど
で
道
に
迷
い
な
が
ら
も
慣

れ
な
い
雪
道
を
走
り
続
け
、

訟
時
こ
ろ
、
先
に
べ
ル
リ
ン

号
が
、
や
や
遅
れ
て
快
風
丸

が
無
事
「
晩
晴
草
堂
」
に
到

着
徳
富
蘇
峰
の
別
荘
驫

激
し
、
宿
泊
者
が
綴
る
ノ
ー

ト
に
同
志
社
人
の
熱
い
思
い

を
見
つ
け
た
後
こ
の
日
の

反
省
を
行
っ
て
か
ら
就
寝
し

ま
し
た

新
島
終
爲
の
地
と
生
誕
の
地
へ

■
3
月
5
旦
木
)

凍
結
し
た
レ
ン
タ
カ
ー
に
湯
を
か
け
て
解

凍
作
業
に
励
み
、
雪
で
「
襄
だ
る
ま
(
写
真
)
」

を
作
っ
た
後
 
9
時
卯
分
に
晩
晴
草
堂
を
出

発
晩
晴
草
堂
で
教
わ
っ
た
山
中
湖
そ
ば
の

富
士
山
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
に
立
ち
寄
り
、
前
日

の
追
突
事
故
か
ら
続
い
て
ぃ
た
緊
張
を
ほ
ぐ

し
た
後
一
路
 
J
R
三
島
駅
へ
。
レ
ン
タ

カ
ー
を
返
却
後
、
三
島
駅
か
ら
東
海
道
本
線

熱
海
行
き
に
乗
車
し
、
熱
海
駅
で
東
京
行
き

に
乗
り
換
え
て
大
磯
駅
に
到
着
。
徒
歩
約
7

分
で
「
新
島
襄
終
寿
の
地
」
に
着
き
、
全
員

で
創
立
者
を
偲
ぴ
ま
し
た
。
「
朝
の
冷
え
込

み
が
嘘
の
よ
う
に
、
大
磯
は
暖
か
い
士
地
で

し
た
新
島
が
療
養
に
選
ん
だ
こ
と
が
納
得

で
き
ま
し
た
」
(
平
岩
さ
ん
)

大
磯
駅
か
ら
再
び
電
車
に
乗
り
、
玲
時
3

分
、
神
田
駅
着
。
駅
か
ら
即
分
近
く
歩
き
、

学
士
会
館
そ
ぱ
に
あ
る
「
新
島
襄
先
生
生

誕
の
地
」
の
碑
を
見
学
し
ま
す
。
そ
の
後
タ

ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
J
R
上
野
駅
へ
向
か

高
崎
駅
へ
駅
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

、
、
し

/

一
,
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＼

扉

、

〆
グ

ゞ

に
宿
泊
し
ま
し
た

途
・
仁"
一
三

・
、
-
4

,
、

を
深
め
ま
し
た
。
「
新
島
襄
が
安
中
で
か
な

り
の
有
名
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
改
め
て

偉
大
な
人
だ
と
思
っ
た
」
(
橋
本
さ
ん
)
、

「
新
島
学
園
の
方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
同
志
社
で
学
生
時
代
を
過
こ
し
た
自
分

た
ち
と
同
じ
波
長
を
感
じ
た
。
私
た
ち
は
大

き
な
家
族
な
の
だ
と
思
っ
た
」
(
小
野
さ
ん
)
、

「
新
島
襄
と
同
志
社
を
通
じ
た
、
つ
な
が
り

の
広
さ
が
心
に
残
っ
た
」
盆
起
藤
さ
ん
)
、

「
群
馬
は
同
志
社
の
第
二
の
故
郷
」
(
角
谷
さ

ん
)
、
「
新
島
の
教
育
の
原
点
を
安
中
に
見
た
」

(
中
村
さ
ん
)
、
「
新
島
襄
と
い
う
一
人
の
人

物
を
追
う
こ
と
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
実

感
し
た
旅
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受

け
た
大
学
生
活
だ
っ
た
」
(
平
岩
さ
ん
)

今
回
の
旅
行
で
得
た
も
の
が
現
役
の
ガ
イ

ド
に
伝
わ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
発
展

に
寄
与
で
き
れ
ぱ
と
い
う
願
い
を
抱
い
た
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
「
円
年
後
に
ツ
ア
ー
を

再
結
成
し
て
、
米
国
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
フ

イ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
あ
る
八
つ
目

の
良
心
碑
を
訪
ね
て
み
た
い
」
(
橋
本
さ
ん
)

と
い
う
、
新
た
な
夢
も
生
ま
れ
た
青
春
旅
行

で
し
た
。
(
船
年
3
月
部
日
、
卒
業
旅
行
参

加
者
に
取
材
し
掲
載
。
)

゛
.

安
中
教
会
と
新
島
旧
宅
を
見

学
し
新
島
学
園
で
六
つ
め
の

良
心
碑
を
訪
問

■
3
月
6
旦
金
)

朝
食
後
、
再
ぴ
レ
ン
タ
カ

1
2
台
を
借
り
、
う
ち
1
台

は
「
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ

1
丹
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た

こ
こ
で
ガ
イ
ド
の
先
輩
で
あ

る
星
さ
ん
が
合
流
。
士
砂
降

り
の
中
を
安
中
へ
向
け
て
出

発
し
ま
す

9
時
聞
分
、
約
釦
分
か
け

て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
安
中

教
会
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
メ
ン
バ
ー
の
小
林
さ
ん

お
よ
ぴ
、
新
島
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
の
小
林
郁
夫

事
務
局
長
と
合
流
し
、
教
会

け
じ
め

で
五
味
一
牧
師
か
ら
お
話

を
聴
き
ま
し
た
。
「
新
島
が

生
き
て
い
た
時
代
に
世
界
で

は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
と

一
'

,

ノ
"
、

.

、

う
お
話
を
聴
い
て
、
新
島
の
取
っ
た
行
動

いが
さ
ら
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

(
遠
藤
さ
ん
)
、
「
ボ
ス
ト
ン
港
に
着
い
て
か

ら
上
陸
の
許
可
が
F
り
る
ま
で
船
上
で
祈
り

続
け
た
新
島
の
胸
中
そ
の
後
神
学
校
入
学

ま
で
努
力
を
重
ね
る
う
ち
に
形
成
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
新
島
の
人
格
に
つ
い
て
の
お
話
が
感

慨
深
か
っ
た
」
(
中
村
さ
ん
)
な
ど
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
で
得
た
新
島
像
が
、

よ
り
深
め
ら
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。
出
発
前
の
マ
ン
ガ
で
読
む
新
島
襄

自
由
へ
の
旅
立
ち
(
同
志
社
大
学
発
行
)

で
の
予
習
も
、
新
島
の
安
中
時
代
の
理
解
に

役
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

乗
り
越
え
た
時
に
こ
そ
、
人
は
強
く
さ
れ

る
。
新
島
が
ボ
ス
ト
ン
上
陸
ま
で
に
不
安
の

中
で
祈
り
続
け
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
現
在
の
同
志
社
が
あ
る
。
「
辛
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、
前
を
向
い
て
い
く
生
き
方
が
印
象
的
」

(
平
岩
さ
ん
)
、
「
自
分
の
生
き
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
機
会
に
な
っ
た
」
盆
迷
藤
さ
ん
)

と
い
う
よ
う
に
、
五
味
牧
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
こ
れ
か
ら
未
来
を
生
き
て
い
く
若
い
同

志
社
人
の
心
に
深
く
等
き
ま
し
た

教
会
を
後
に
し
て
、
次
は
1
8
3
2
 
(
天

保
3
)
年
創
業
の
醤
油
屋
「
有
田
屋
」
へ
。

中
山
迫
沿
い
で
商
い
を
続
け
て
き
た
行
田
屋

の
湯
浅
家
は
、
同
志
社
第
円
・
松
代
総
長
を

務
め
た
湯
浅
八
郎
ら
、
同
志
社
と
ゆ
か
り
の、

深
い
人
物
た
ち
を
輩
出
し
た
一
族
で
す
。

」ノ

林
事
務
局
長
と
湯
浅
家
当
土
の
案
内
で
、
醤

油
の
天
然
酸
造
を
行
っ
て
い
る
士
蔵
を
見
学

し
た
後
、
行
田
屋
向
か
い
に
あ
る
U
本
初
の

私
ル
双
図
書
館
「
便
覧
舎
跡
」
を
見
学
し
ま
し

た
口
時
過
ぎ
に
は
「
新
斗
製
川
宅
」
に
到

膚
し
、
隣
接
す
る
展
小
・
室
や
旧
宅
内
部
を
紡

れ
ま
し
た

n
時
即
分
、
「
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
」
に
到
着
。
市
川
平
治
校
長
を
は
じ
め

教
員
の
方
々
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
て
、
一
河

は
大
感
激
ま
も
な
く
同
志
社
大
学
に
入
学

予
定
の
生
徒
た
ち
と
共
に
昼
食
を
い
た
だ

き
'
示
田
辺
校
地
の
様
子
を
教
え
る
な
ど
ガ

イ
ド
の
木
領
を
発
揮
。
チ
ャ
ペ
ル
で
は
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
に
ょ
る
校
歌
と
讃
美
歌
の
演
奏

を
鑑
賞
し
て
、
新
島
学
闡
の
方
々
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
六
つ
U
の
良
心
碑
を

訪
問
し
た
後
新
島
学
園
の
教
員
の
案
内
で

国
指
定
文
化
財
「
富
岡
製
糸
場
」
を
訪
ね
、

最
後
の
良
心
碑
を
探
し
に
高
崎
自
然
歩
道
へ

■
3
月
7
日
(
士
)

J
R
一
局
崎
駅
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
却
後

ツ
ア
ー
は
解
散
。
高
崎
の
良
心
碑
見
学
組
、

C
U
訪
問
組
、
帰
宅
組
に
分
か
れ
て
駅
を

1後
に
し
ま
し
た
。
良
心
碑
組
は
高
崎
駅
か
ら

約
1
時
問
歩
き
、
高
崎
自
然
歩
道
沿
い
に
立

つ
良
心
碑
へ
伊
香
保
温
泉
に
立
ち
寄
っ
た

後
帰
途
に
つ
き
ま
し
た

今
回
、
同
志
社
を
外
か
ら
見
た
メ
ン
バ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
島
と
同
志
社
へ
の
思
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
か
ら
熱
心
な
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

玲
時
卯
分
、
「
新
島
学
園
短
期
大
学
」
を

訪
問
・
こ
こ
で
も
大
歓
迎
を
受
け
、
大
平
良

治
学
長
と
山
下
智
子
チ
ャ
プ
レ
ン
の
お
話
を

聴
い
た
後
、
学
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
たこ
の
日
の
宿
泊
は
「
か
ん
ぽ
の
宿
磯

部
」
。
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
後
は
大
広
間

で
懇
親
会
を
行
い
、
部
屋
に
戻
っ
て
「
同
志

礼
ワ
イ
ン
」
赤
・
内
、
梅
酒
「
七
五
三
太
」
、

U
本
酒
「
七
五
太
」
で
二
次
会
を
行
い
ま

し
た

O
o
m
工
一
m
l
》
↓
0
で
一
o
m
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
説
教
を
語
る
者
の
喜
ぴ
」

3
H
H
日
(
水
)
午
後
1
時
よ
り
、
大
学

柳
学
館
3
陪
礼
拝
Ⅷ
だ
お
し
て
加
縢
常
昭

師
、
深
山
ボ
来
生
人
学
名
誉
教
授
に
ょ
る
綱

演
な
ら
ぴ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
司
会
・
巡
行
は
大
学
神
学
部
の
関
谷
直

人
力
扣
『

最
初
に
講
演
さ
れ
た
加
藤
師
は
、
東
京
大

学
嵳
需
哲
学
科
東
京
神
学
大
学
大
学
院

修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
 
1
9
8
6
年
ま
で

東
京
神
学
大
学
教
授
(
突
践
神
学
)
を
務
め

ら
れ
る
傍
ら
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
客
員

教
授
国
際
説
数
雲
会
長
な
ど
を
歴
仟
さ

れ
た
研
究
者
で
あ
り
、
同
時
に
長
く
、
Π
本

基
督
教
団
鎌
倉
砺
,
ノ
ド
教
会
の
牧
師
と
し
て

働
か
れ
た
経
験
を
持
つ
そ
う
し
た
現
場
と

学
識
に
し
っ
か
り
と
根
ざ
し
た
視
点
か
ら
、

現
代
に
お
け
る
説
教
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け

い
か
に
し
て
喜
ぴ
を
も
っ
て
説
教
者
が
語

り
う
る
か
」
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た

続
い
て
の
講
演
者
で
あ
る
深
田
教
授
は
、

ボ
ス
ト
ン
大
学
神
〕
需
に
て
社
会
倫
理
神

学
を
専
攻
し
、
ク
レ
ア
モ
ン
ト
神
学
大
学
院

よ
り
牧
会
学
博
士
号
を
取
得
。
加
藤
師
と
同

様
に
し
て
、
長
く
京
都
に
あ
る
上
賀
茂
仏
道

所
の
共
同
牧
会
者
と
し
て
奉
仕
を
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
経
験
を
持
つ
深
田
師
は
「
説
教
を

j
、

▲
.

"
゛
.
"
,
、
1
酔
,
捧
Ⅱ
吐

同
§
直
人

"
肌
゛
ι

"
゛
尾
腎
肌
圃
門
●
゛
゛

小
尋
 
1
州

大
学
神
学
部
教
授
関
谷
直
人

.
Ⅱ
」
 
T
'

語
る
こ
と
」
の
巾
に
含
ま
れ
る
、
,
)
气
的
要

素
に
注
口
し
、
そ
れ
を
単
な
る
色
物
的
「
去
」

に
と
ど
め
る
の
で
な
く
、
゛
如
n
-
、
又
ヨ
円
=
6
n
、
、

の
領
域
に
ま
で
高
め
る
こ
と
で
、
説
教
の
可

能
性
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
諭
じ
た
。

短
い
休
憩
を
挟
ん
だ
講
演
会
後
は
、
フ
ロ

ア
の
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト

に
、
加
藤
、
深
田
両
師
が
適
宜
答
え
る
形
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
一
つ
の
質
問

に
両
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
か
な
り
対

照
的
な
コ
メ
ン
ト
を
行
う
場
面
も
し
ぱ
し
ぱ

で
、
説
教
の
捉
え
方
が
非
常
に
多
様
で
あ
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
と
り
わ
け
説
教
を
一

つ
の
、
,
-
n
「
{
又
ヨ
言
6
九
、
、
と
し
て
と
ら
え
る
深

田
師
の
考
え
力
に
、
加
藤
師
が
挑
戦
を
す
る

場
面
で
は
、
可
会
者
も
巻
き
込
ま
れ
た
形
で

大
い
に
熱
の
入
っ
た
議
論
と
な
っ
た
◇
後

の
説
教
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
上
で
、
非
常

に
意
義
深
い
集
会
と
な
っ
た

同
志
社
大
学
「
政
策
学
会
講
演
会
」

0
0
Φ
工
一
m
l
》
↓
0
で
一
o
m
 
1

テ
ー
マ

『
地
域
主
権
型
道
州
制
で
日
本
再
生
』

江
口
克
彦
氏

(
株
式
会
礼
P
H
P
総
介
研
・
群
代
喪
取
締
役
社
長
、
株
式
会
礼
P
H
P
研
究
所
代
尖
取
締
役
朴
長
)

わ
が
同
で
は
平
成
の
市
町
村
合
併
が
一

応
収
宋
し
つ
つ
ぁ
り
、
淡
の
テ
ー
マ
で
あ

る
遭
州
制
議
論
へ
と
移
ろ
う
と
し
て
い

る
し
か
し
な
が
ら
、
道
州
制
に
つ
い
て

は
賛
否
を
含
め
、
多
様
な
議
論
が
展
開
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

歴
史
の
中
で
も
一
附
制
議
論
は
何
度
も
浮

き
沈
み
し
て
き
た
が
、
具
体
的
な
制
度
化

へ
と
結
突
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
今
回

も
そ
の
行
力
は
不
透
明
で
あ
る
も
の
の
、

こ
の
国
の
構
造
を
ホ
ヌ
え
よ
う
と
し
て
い
る

議
論
に
学
生
も
関
心
を
抱
き
、
主
体
的
に

参
加
す
る
に
は
、
一
定
の
業
養
が
求
め
ら

れ
る
そ
こ
で
、
地
域
主
権
型
道
州
制
を

提
唱
す
る
P
H
P
総
合
研
究
所
代
表
取
締

役
社
長
江
口
克
彦
氏
を
講
師
に
お
招
き
し

た
の
で
あ
る

江
U
氏
は
、
束
京
の
一
極
集
中
、
中
央

今

大
学
政
策
学
部
教
授

渠
椛
体
制
、
官
僚
制
の
弊
害
等
を
是
正
し
、

国
内
の
各
地
域
が
そ
の
特
性
に
応
じ
て
発

艦
す
る
た
め
、
「
地
城
に
竃
肩
し
、
地
域

が
モ
体
と
な
り
、
地
城
住
民
が
納
得
満
足

し
、
ま
た
ム
ダ
の
な
い
行
政
が
行
な
わ
れ

る
国
の
か
た
ち
」
を
実
現
す
る
地
域
主
権

測
道
州
制
を
提
唱
す
る
。
国
・
道
州
・
基

礎
Π
治
体
の
役
割
明
確
化
道
豐
<
同
財

源
に
ょ
る
道
州
間
財
政
訓
整
シ
ス
テ
ム
の

構
築
等
、
具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て

も
説
明
し
た
。

聴
論
し
た
学
生
約
2
5
0
人
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
学
生
は
道
州
制
の

意
義
、
あ
る
い
は
逆
に
疑
問
点
を
明
確
に

し
、
こ
れ
か
ら
の
学
黒
欲
を
高
め
た
も

の
と
判
断
で
き
る
。

(
2
0
0
9
年
7
月
1
日
大
学
新
町
キ

ヤ
ン
パ
ス
,
置
館
関
番
教
室
に
て
)

晃

講
師

小
*
生

DOSHISHA TOPI(S DOSHISHA TOPI(S

川

80
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7

教
育
課
程
こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
る
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
開
発
力

石
村
卓
也
{
女
f
大
学

教
職
課
利
セ
ン
タ
ー
特
仟
教
授
)
一
者

校
長
に
と
っ
て
、
郁
度
太
か
ら
作

皮
初
め
は
大
変
忙
し
い
塒
剛
で
あ

る
。
そ
れ
は
教
育
課
程
の
編
成
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
作
刷
の
成
巣
と
課
題
を
見
つ
つ
、

次
年
度
以
降
を
艇
望
し
て
編
成
す
る

わ
け
で
あ
る
人
嘔
嚇
<
動
も
あ
り
、

そ
の
あ
わ
た
だ
し
い
小
で
の
細
成

は
、
つ
い
経
験
卞
義
に
墓
づ
い
た
も

の
に
な
っ
た
り
、
前
仟
度
踏
襲
に
な

つ
た
り
と
,
一
女
易
な
も
の
に
な
り
や
す

い
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
石
村
氏
の
「
燮
U
課
程
こ

れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

開
発
力
」
は
、
教
行
徠
程
を
編
成
す

る
に
あ
た
っ
て
、
燃
峨
略
や
編
成

予
順
に
つ
い
て
Π
.
<
体
的
に
冉
か
れ
て

お
り
、
教
育
課
程
を
編
成
す
る
と
き

に
恋
小
に
参
考
に
な
る
本
で
あ
る
。

一
師
職
に
一
航
を
勧
め
た
い
本
で
あ

る

こ
の
Ⅱ
Π
は
、
法
を
も
と
に
公
教
行

の
持
つ
愆
味
や
Π
校
の
教
育
課
税
編

成
、
さ
ら
に
、
哉
後
の
燮
緑
程
改

革
に
つ
い
て
も
郡
し
く
竺
て
い

る
。
 
2
0
0
8
年
の
教
育
課
程
改
革

に
つ
い
て
は
現
行
指
導
要
領
の
「
生

き
る
力
」
を
厶
U
む
と
い
、
つ
基
本
的
な

老
え
方
を
社
会
の
倩
勢
を
踏
ま
え
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

後
半
に
は
、
法
を
桜
拠
に
教
科
A

の
採
択
か
ら
使
川
に
つ
い
て
、
ま
た
、

補
助
教
材
に
つ
い
て
も
、
そ
の
使
川

上
の
超
巌
ま
で
;
[
及
し
て
い
る

私
た
ち
教
育
現
場
に
い
る
教
日
に
と

つ
て
、
法
は
苫
手
な
も
の
で
あ
る

こ
の
Ⅱ
同
を
活
川
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
法
を
根
拠
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
禽
十

に
研
究
課
遡
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

学
生
の
資
質
向
上
に
も
役
立
つ
。
足

非
と
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
冊
で

あ
る藤
村
徹
粂
都
Ⅲ
立
錐
止
小
学
校
長
)

デ
ユ
ー
イ
自
然
主
義
の

生
成
と
構
造

加
賀
裕
郎
系
人
ツ
現
代
嬰
締
教
逢
著

木
k
"
デ
ユ
ー
イ
h
然
卞
義
の
生

成
と
構
造
の
ね
ら
い
は
、
円
世
紀

ネ
カ
ら
幼
世
紀
小
葉
に
か
け
て
活
卸

し
た
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
ジ
ョ
ン

デ
ユ
ー
イ
の
忠
想
に
つ
い
て
、
そ
の

中
、
X
を
 
7
U
然
下
義
」
に
求
め
、

そ
れ
が
デ
ユ
ー
イ
の
な
か
で
ど
の
よ

う
に
発
展
的
に
成
立
し
、
そ
の
構
造

的
基
底
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
解
き

剛
か
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。

筈
者
が
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
て

い
る
よ
、
つ
に
、
本
Ⅱ
内
は
、
 
2
0
0
6

ザ
に
同
志
社
大
学
に
捉
W
さ
^
た
学

位
糺
業
、
叟
に
基
つ
い
て
い
る
が
、

デ
ユ
ー
イ
研
究
史
の
画
期
に
位
楓
づ

け
ら
れ
る
論
老
で
あ
る
。
従
前
の
研

究
は
、
と
く
に
Π
本
で
は
、
教
育
哲

学
X
と
し
て
の
デ
ユ
ー
イ
を
強
訓
し

ゑ
参

て
お
り
、
多
様
に
展
開
す
る
デ
ユ
ー

イ
の
考
え
方
を
包
括
す
る
の
に
は
不

十
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本

書
の
煎
九
は
、
こ
れ
ま
で
光
が
ψ
1
て

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
 
1
9
0
5
圷

以
降
の
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
の
デ
ユ
ー
イ
の
遡
具
主
義
的
、
実

験
モ
義
的
な
Π
然
主
義
的
視
・
座
に
照

準
を
'
延
め
、
デ
ユ
ー
イ
の
立
場
が
民

卞
上
義
の
哲
学
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
く
道
程
を
例
ら
か
に
し
て
、
茗
者

が
デ
ユ
ー
イ
の
「
,
1
険
と
み
な
す

「
民
主
主
義
の
形
向
上
学
」
に
対
し

て
、
新
た
な
解
釈
を
尓
し
、
デ
ユ

イ
忠
想
の
射
程
を
究
明
し
て
い
る

将
打
は
、
木
禽
の
な
か
で
、
デ
ユ

ー
イ
の
"
説
を
丹
念
に
迫
い
な
が

ら
、
ほ
か
の
研
究
冉
の
デ
ユ
ー
イ
理

解
も
船
広
く
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が

゛
む
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い

る
井
者
の
明
晰
な
男
察
と
透
徹
し

た
冷
郡
は
、
随
所
で
舌
取
で
き
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
読
者
は
、
そ
倫
述
に

引
き
込
ま
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

本
'
は
、
デ
ユ
ー
イ
研
究
の
み
な
ら

ず
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
研
究
に
必

携
の
J
で
あ
る

新
茂
之
(
大
学
文
学
部
汎
教
握

同
志
社
女
子
大
学
「
新
入
生
歓
迎
会
」

4
刀
訟
Π
(
水
)
、
本
学
に
と
っ
て
初
め
て

と
な
る
行
゛
新
人
生
歉
迎
会
を
両
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
開
俳
し
た
こ
の
行
水
は

人
学
岡
も
な
い
新
人
生
を
、
"
分
た
ち
の
所

屈
す
る
〕
需
・
学
科
で
は
な
く
、
印
身
地
別

に
テ
ー
ブ
ル
に
分
け
た
の
か
大
き
な
特
徴

本
学
は
令
岡
か
念
垂
が
集
ま
っ
て
お
り
、

寮
・
.
干
・
補
生
力
約
4
劉
口
を
占
め
て
い
る

「
県
人
会
的
な
六
希
の
な
か
で
、
名
出
身

地
比
<
通
の
話
題
や
:
.
U
葉
を
遜
し
て
お
五
い
が

・
忽
感
を
も
ち
、
り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
大

7
に
ふ
さ
わ
し
く
、
学
部
・
学
科
の
柞
を
越

え
た
幅
広
い
人
開
関
係
を
構
築
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
筈
え
実
施

し
た
。
新
入
生
歓
迎
会
は
他
の
大
学
で
も
行

な
わ
れ
て
い
る
が
、
出
身
地
域
こ
と
に
グ
ル

ー
プ
を
分
け
た
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
試

み
で
あ
る
と
い
ぇ
る
。
新
入
生
他
、
各
地
方

出
身
の
教
職
員
、
在
学
生
に
も
参
加
を
呼
ぴ

か
け
る
と
と
も
に
同
志
社
女
子
大
学
同
窓
会

ぐ
ヨ
九
の
会
の
協
賛
・
恊
力
を
得
て
、
令

国
各
地
か
ら
卒
業
生
に
も
参
加
を
い
た
だ
い

た
。

゛

『
日
は
学

長
お
よ
ぴ
同

.

志
社
女
十
大

学
同
窓
会

科
.
島
子
1
.

《
く
一
コ
九
の

●
餐
圓

感

会
》
会
長
に

'

よ
る
歓
迎
の

.
3

挨
拶
が
あ

'

響

、
、
'

り
、
引
き
続

き
、
チ
ア
リ

.

.
4
篤

1

日
時
場
所

1

2
0
0
9
年
4
月
詑
日
(
水
)
巧
一
卯
S
リ
一
卯

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
恵
真
館
ア
リ
ー
ナ

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
純
正
館
デ
ン
ト
ン
ホ
ー
ル

禽,

倉

ー
ダ
ー
部
、
吹
奏
楽
部
が
歓
迎
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
本
学
教
員
よ

り
歌
詞
の
意
味
や
発
音
方
法
を
説
明
し
な
が

ら
の
口
0
仇
牙
ず
円
凸
0
一
一
n
伽
凡
m
0
コ
姻
の
歌
唱
指
導

も
行
な
わ
れ
た
そ
の
後
の
懇
親
の
部
で
は

各
テ
ー
ブ
ル
こ
と
に
お
菓
子
や
飲
み
物
を
囲

み
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
ブ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
言
が
飛
ぴ
交

新
人
生
同
士
途
絡
先
を
交
換
し
合
う

、
、
Lな
ど
、
新
た
な
人
間
関
係
が
築
か
れ
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
終
了
後
参
加

者
か
ら
は
、
「
同
郷
の
友
人
が
で
き
て
安
心

し
た
」
「
先
生
が
よ
り
身
近
驫
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
「
素
敵
な
卒
業
生
に
会
え

て
ょ
か
っ
た
」
な
ど
瑜
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
学
に
と
っ
て
初
め
て
の
試
み
で
、
凖
備
段

階
か
ら
手
探
り
の
豁
一
で
あ
っ
た
が
、
最
終

的
に
は
宗
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
約
4
0
0
人
、

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
約
3
0
0
人
と
多
く
の

新
入
生
が
参
加
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
f
し

た

1
.

、

喜
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